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    第２８７号 

令和５年１月１日発行 

森林ボランティア 

     フォレスターうじ 

 

十
二
月
臨
時
活
動 

ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
森
づ
く
り 

 
 

 

ア
ク
ト
パ
ル
宇
治
で
防
鹿
柵
ネ
ッ
ト
張
り
作
業 

活
動
日 

 
 

十
二
月
七
日
（
水
））
晴 

活
動
時
間 

 

九
時
～
十
四
時 

活
動
場
所 

 

ア
ク
ト
パ
ル
宇
治 

参
加
者 

 
 

会
員
五
名 

ｅ
ｃ
ｏ
ッ
ト
宇
治
一
名 

ア
ク
ト
パ
ル
宇
治
二
名 

 

笠
取
フ
ァ
ー
ム
二
名 

 

十
二
月
二
日
に
事
前
準
備
と
し
て
深
田
会
長
を
始
め
三
名

で
設
置
場
所
、
ポ
ー
ル
挿
入
支
柱
の
打
ち
込
み
を
行
な
っ
た
。 

十
二
月
七
日
は
主
に
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
。
上
ロ
ー
プ
の
セ

ッ
ト
が
上
手
く
行
か
ず
少
し
手
間
が
掛
か
っ
た
が
、
午
前
中

で
ほ
ぼ
完
成
、
午
後
か
ら
は
ネ
ッ
ト
の
出
入
口
の
仕
上
げ
、
持

参
植
栽
の
植
え
込
み
、
圃
場
場
所
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
安
全

に
す
る
為
簡
易
階
段
を
設
置
し
、
午
後
二
時
に
終
了
し
た
。 

ｅ
ｃ
ｏ
ッ
ト
宇
治
と
協
働
事
業
と
し
て
、
ア
ク
ト
パ
ル
宇

治
の
山
に
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
森
を
作
ろ
う
と
取
り

組
ん
で
い
る
。
当
会
も
ｅ
ｃ
ｏ
ッ
ト
宇
治
も
同
じ
思
い
で
協

働
事
業
を
し
て
い
る
。
何
年
先
か
わ
か
ら
な
い
が
、
素
晴
ら
し

い
ど
ん
ぐ
り
の
森
が
で
き
る
の
が
楽
し
み
だ
。
お
手
伝
い
頂 

い
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ 

様
で
し
た
。 

（
記 

新
宮 

邦
春
） 

十
二
月
定
例
活
動 

二
十
五
周
年
記
念
事
業
・
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
制
作
と 

記
念
樹
の
胸
高
測
定 

 
 

ミ
ニ
門
松
作
り
体
験
会
、
そ
の
他 

活
動
日 

 

十
二
月
十
八
日
（
日
）
晴
時
々
雪 

活
動
時
間 

九
時
半
～
十
五
時 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 

会
員
十
六
名 

ミ
ニ
門
松
作
り
体
験
会
四
名 

 

今
冬
一
番
の
冷
え
込
み
、
山
間
部
で
は
雪
の
予
報
が
出

て
い
る
中
で
参
加
者
十
六
名
が
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
の

広
場
に
集
っ
た
時
に
は
日
差
し
が
出
て
い
た
。 

定
刻
に
な
り
会
長
の
挨
拶
、
事
務
局
か
ら
の
連
絡
事

項
、
点
呼
、
安
全
十
箇
条
の
唱
和
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
新
会

員
の
小
島
さ
ん
に
今
後
長
く
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
ノ
コ
が
貸
与
さ
れ
た
。 

午
前
中
は
三
月
完
成
を
目
指
し
て
、
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル

の
制
作
、
記
念
樹
の
胸
高
測
定
、
ミ
ニ
門
松
作
り
の
準
備
、

飲
み
物
用
の
お
湯
の
準
備
を
行
っ
た
。 

お
昼
前
か
ら
雪
が
降
り
始
め
、
昼
食
時
に
熱
い
コ
ー
ヒ

ー
、
紅
茶
等
を
準
備
し
て
く
れ
た
山
口
さ
ん
に
感
謝
感

激
。 午

後
は
ミ
ニ
門
松
作
り
に
市
民
三
家
族
四
人
（
子
供
一

人
含
む
）
が
参
加
し
、
会
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
思
い

思
い
の
ミ
ニ
門
松
を
作
り
持
ち
帰
っ
て
も
ら
っ
た
。 

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
制
作
は
彫
刻
が
ほ
ぼ
出
来
上
が

り
、
二
回
目
の
防
腐
剤
を
塗
布
し
た
。
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル

を
立
て
る
穴
に
溜
ま
っ
た
土
砂
の
除
去
と
土
砂
が
入
ら

な
い
よ
う
に
穴
の
周
り
に
土
を
盛
っ
た
。 

林
道
の
奥
に
あ
る
水
道
取
水
口
の
掃
除
を
冷
た
い
水

の
中
で
上
田
さ
ん
に
作
業
を
し
て
も
ら
っ
た
。
ご
苦
労

様
。 作

業
終
了
後
、
令
和
四
年
正
月
に
宇
治
上
神
社
で
お
祓 

い
を
受
け
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
お
祀
り
し
た
お
札
に
、
一
年
間

無
事
に
過
ご
せ
た
事
を
報
告
し
、
今
年
の
定
例
活
動
を
終

え
ま
し
た
。
一
年
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

今
年
の
活
動
は
、
特
別
活
動
で
十
二
月
二
十
三
日
宇
治

市
役
所
北
玄
関
に
門
松
を
設
置
す
る
作
業
だ
け
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
る
方
ご
苦
労
様
で
す
。 

（
記 

久
保
井 

英
規
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

 
  

  

ホームページ：https://forester.foresteruji.org 

12/7 アクトパル宇治 

どんぐりプロジェクト

の森に防鹿柵ネットの

設置を終えて 

（写真 新宮邦春） 

12/18 ミニ門松作りに奮闘中 

⒓/

⒙ 

ト
ー
テ
ン
ポ
ー
ル
に
防
腐
剤
を
塗
布 

https://forester.foresteruji.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十
二
月
臨
時
活
動 

門
松
に
用
い
る
竹
伐
採
作
業 

活
動
日 

 
 

十
二
月
十
五
日
（
木
）
曇
時
々
晴 

活
動
時
間 

 

九
時
～
十
三
時
四
十
分 

活
動
場
所 

 
生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山 

 
 
 
 

 
 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 
 

会
員
五
名
（
午
前
参
加
会
員
二
名
） 

 

今
朝
は
寒
波
到
来
、
寒
か
っ
た
。 

竹
三
本
を
伐
採
し
運
搬
に
適
し
た
長
さ
に
切
る
の
に
約
一
時

間
強
、
生
長
の
家
の
方
に
お
礼
を
し
て
森
林
公
園
に
向
か
っ
た
。 

今
回
の
門
松
は
下
の
部
分
を
む
し
ろ
に
す
る
こ
と
と
し
、
飾

り
の
竹
を
磨
く
こ
と
を
中
心
に
作
業
し
た
。
他
に
ミ
ニ
門
松
用

の
器
も
作
っ
た
。 

な
お
、
十
二
月
二
十
二
日
（
木
）
深
田
会
長
と
新
宮
実
行
委

員
長
が
広
野
中
学
校
構
内
か
ら
松
を
伐
採
し
、
市
役
所
ま
で
運

搬
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

十
二
月
特
別
活
動 

 
 

市
役
所
北
玄
関
に
「
門
松
」
を
設
置 

活
動
日 

 
 

十
二
月
二
十
三
日
（
金
）
晴 
 

 
 

 

活
動
時
間 

 

九
時
～
十
一
時
三
十
分 

活
動
場
所 

 

宇
治
市
役
所
北
玄
関 

参
加
者 

 
 

会
員
八
名 

  

深
田
会
長
、
林
副
会
長
、
新
宮
実
行
委
員
長
の
三
名
が
九
時

に
森
林
公
園
か
ら
竹
な
ど
の
資
材
を
運
搬
し
た
。
結
果
十
時
頃

か
ら
市
役
所
で
作
業
開
始
。 

 

風
が
強
く
寒
さ
も
厳
し
く
資
材
が
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
り
な

が
ら
も
竹
三
本
を
中
心
に
松
、
梅
、
南
天
、
千
両
、
万
両
、
葉

牡
丹
を
飾
り
付
け
た
。
二
ｍ
を
超
え
る
松
は
存
在
感
が
あ
り
、

小
林
副
会
長
が
持
参
し
た
千
両
、
万
両
の
赤
い
実
や
黄
色
の
実

も
綺
麗
だ
っ
た
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（
記 

木
曽 

宗
統
） 

エ
ッ
セ
イ 

健
全
な
森
づ
く
り
の
循
環
（
一
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

小
林
清
三
郎 

 

森
づ
く
り
の
循
環
を
林
野
庁
が
薦
め
て
い
る
。
植
え
る
、
育

て
る
、
収
穫
・
利
用
す
る
。
こ
の
循
環
に
は
約
五
十
年
掛
か
る
。 

天
ケ
瀬
森
林
公
園
は
、
京
都
府
が
設
計
し
、
宇
治
市
農
林
茶

業
課
が
管
理
し
て
、
三
十
数
年
が
経
過
し
た
。 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
」
は
、
平
成
九

年
に
結
成
さ
れ
た
。
森
林
の
手
入
れ
は
、
一
年
の
内
、
季
節
に

よ
っ
て
作
業
内
容
が
異
な
る
。
会
員
に
は
、
初
心
者
・
中
習
者

や
専
門
家
も
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
経
験
や
技
術
に
応
じ
て
活
動

し
て
い
る
。
初
心
者
は
、
勉
強
し
て
森
の
手
入
れ
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
る
。
森
の
知
識
を
知
っ
て
い
る
と
知
ら
な
い
の
で
は

大
違
い
で
あ
り
、
知
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
出
来
る
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
な
い
。
出
来
る
よ
う
に
な
る
に
は
技
術
を
習
得

す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
参
加
し
て
数
年
た
つ
と
森
や
自
然

が
突
然
わ
か
っ
て
く
る
。 

そ
ん
な
わ
け
で
、
前
記
の
健
全
な
森
づ
く
り
の
循
環
の
中
で
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
来
る
こ
と
は
限
ら
れ
る
と
考
え
る

か
、
出
来
る
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
と
考
え
る
か
は
、
考
え
方
次

第
で
あ
る
。 

限
ら
れ
る
中
で
、
出
来
る
こ
と
を
楽
し
く
安
全
に
活
動
す
る

の
が
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
思
う
。「
植
え
る
」
に
つ
い
て
は
、

ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
十
年
が
経
過
し
た
が
、
道

半
ば
で
あ
る
。
京
都
大
作
戦
の
森
に
は
、
モ
ミ
ジ
・
桜
等
を
植

え
た
。「
育
て
る
」
に
つ
い
て
は
、
間
伐
・
除
伐
を
行
っ
て
い
る
。

「
利
用
」
に
つ
い
て
は
、
椎
茸
の
ホ
ダ
木
用
に
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ

ラ
類
を
、
調
達
し
て
い
る
。
除
伐
材
で
木
工
品
等
の
制
作
を
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
除
伐
し
た
桟
済
み
材
を
薪
ス
ト
ー
ブ

用
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。 

天
ケ
瀬
森
林
公
園
が
永
続
す
る
事
を
念
じ
て
楽
し
く
活
動
に

参
加
し
て
い
き
た
い
。 

 
今
後
の
活
動
・
行
事
の
案
内 

令
和
五
年
二
月
以
降
の
予
定
で
す
。
当
月
の
定
例
活
動
の
詳
細
は
、「
活

動
案
内
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

二
月
定
例
活
動 

二
月
十
九
日
（
日
）
天
ケ
瀬
森
林
公
園 

・
椎
茸
植
菌
体
験
会 

 

・
二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
継
続 

二
月
臨
時
活
動 

二
月
十
一
日
（
土
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

・
ｅ
ｃ
ｏ
ッ
ト
カ
フ
ェ
に
協
力 

 
 

 

椎
茸
植
菌
体
験
と 

森
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
（
話
者
：
中
佐 

昌
弘
） 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
か
ら
の
お
報
せ 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
は
新
し
い
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

入
会
金 

千
円 

 

年
会
費 

二
千
円 

活
動
日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

編
集
後
記 

 

夏
の
暑
さ
に
も
辛
抱
が
で
き
ず
、
ま
た
こ
の
冬
の
寒
さ
に
も
凍
え
て

い
る
。
夏
は
ち
ょ
っ
と
体
を
動
か
し
た
だ
け
で
も
汗
が
噴
き
出
て
く
た

ば
っ
て
い
た
。
冬
は
じ
っ
と
し
て
い
る
と
足
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
芯
か
ら

冷
え
て
震
え
て
い
る
。
贅
沢
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
会
報
担
当 

木
曽 

宗
統
） 

（
写
真
担
当 

田
中 

一
夫
） 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ

事
務
局 

 
 
 

 

宇
治
市
折
居
台
二
丁
目
一―

五 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

木
曽 

宗
統 

方 
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